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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第21期

第２四半期連結
累計期間

第22期
第２四半期連結
累計期間

第21期
第２四半期連結
会計期間

第22期
第２四半期連結
会計期間

第21期

会計期間

自平成22年
２月１日
至平成22年
７月31日

自平成23年
２月１日
至平成23年
７月31日

自平成22年
５月１日
至平成22年
７月31日

自平成23年
５月１日
至平成23年
７月31日

自平成22年
２月１日
至平成23年
１月31日

売上高（千円） 3,206,8802,852,6711,461,8471,403,8906,201,744

経常利益（千円） 178,001 99,402 47,401 60,458 365,327

四半期（当期）純利益（千円） 103,059 48,015 27,537 29,682 181,139

純資産額（千円） － － 1,368,1821,465,3011,445,180

総資産額（千円） － － 6,251,9046,023,0545,672,614

１株当たり純資産額（円） － － 151,750.44162,522.34160,290.66

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
11,430.695,325.633,054.333,292.1520,090.85

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 21.9 24.3 25.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
71,101 133,608 － － 248,777

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
48,341 19,690 － － △169,366

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
18,191 34,859 － － △257,320

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,028,954900,260　　 712,051

従業員数（人） － － 136 143 130

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。　

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　

　

　

 

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

  

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成23年７月31日現在

従業員数（人） 143 (90)

　（注）１．従業員数は役員を除く就業人員であります。

２．従業員数の欄の（　）内の数字は、外数で当第２四半期連結会計期間における臨時従業員の平均雇用人員で

あります。

　

(2）提出会社の状況

 平成23年７月31日現在

従業員数（人） 130 (90)

　（注）１．従業員数は役員を除く就業人員であります。

２．従業員数の欄の（　）内の数字は、外数で当第２四半期会計期間における臨時従業員の平均雇用人員であり

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の仕入実績は、次のとおりであります。なお、仕入実績はセグメントごとに把握するこ

とが困難であるため、取扱品目の合計額を記載しております。

品目別 仕入高（千円） 前年同四半期比（％）

婦人靴 808,176 101.8

合計 808,176 101.8

（注）１．金額は、仕入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．上記の金額には、靴付属品（靴クリーム等）の仕入金額として422千円を含んでおります。

　

(2）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 前年同四半期比（％）

婦人靴   

卸売事業 1,110,144 94.6

小売事業 293,745 101.9

その他事業 12,592 90.3

セグメント間消去 △12,592 －

合計 1,403,890 96.0

（注）１．セグメント間の内部売上高を含めて表示しております。

２．金額は、販売価格によっております。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４．小売事業の金額には、靴付属品（靴クリーム等）の販売実績として679千円を含んでおります。

 

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

  

 

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、６月の有効求人倍率が３ヵ月ぶりに改善し0.63倍になる一

方、完全失業率が再び上昇に転じ4.6％となるなど、依然として予断を許さない雇用情勢が続きました。また、倒産件

数に占める不況型倒産の割合が11ヵ月ぶりに85％を超えるなど依然として厳しい事業環境となりました。

当社が属する婦人靴業界におきましては、安売り競争の激化等による商品販売価格の下落傾向が見られました。

こうした環境のもと、当第２四半期連結会計期間において当社は、自社企画力を生かした商品開発と直輸入比率

の向上による原価率の低減並びに販管費の削減・抑制に努めました。この結果、当第２四半期連結会計期間につき

ましては、売上高1,403百万円(前年同期比4.0％減)、営業利益64百万円(同19.8％増)、経常利益60百万円(同27.5％

増)、四半期純利益29百万円(同7.8％増)となりました。

当第２四半期連結会計期間におけるセグメントの業績は以下のとおりであります。なお、セグメントの業績につ

いては、セグメント間の内部売上高又は振替高を含めて記載しております。

（卸売事業）

当第２四半期連結会計期間におきましては、海外顧客向け販売及び自社ＷＥＢ通販を除く販売チャネルにおいて

売上が前年を下回ったことに加え、中国直輸入品の製品原価が上昇したことなどから粗利益率が低下しました。こ

れらの結果、卸売事業における売上高は1,110百万円(前年同期比5.4％減)、営業利益218百万円(同11.2％減)となり

ました。

（小売事業）

当第２四半期連結会計期間におきましては、新規出店及び店舗の閉鎖はありませんでした。これにより、７月31日

現在の直営店舗数は17店舗となりました。販売機会ロスを低減するため、売れ筋商材の積込み強化に注力した結果、

小売事業における売上高は293百万円(前年同期比1.9％増)、営業利益48百万円(同168.3％増)となりました。

（その他事業）

その他事業における売上高は12百万円(前年同期9.7％減)、営業利益は７百万円(同29.4％減)となりました。　

　

(2）財政状況

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、2,460百万円（前連結会計年度末は2,116百万円）とな

り、343百万円増加しました。主な理由は、売上債権の増加（836百万円から1,086百万円へ250百万円増）、現金及び

預金の増加（1,108百万円から1,201百万円へ92百万円増）であります。

また、固定資産の残高は、3,563百万円（前連結会計年度末は3,555百万円）となり、７百万円増加しました。主な

理由は、固定資産の取得による増加（103百万円増）、減価償却による減少（85百万円減）、及び差入保証金の減少

（７百万円減）であります。　

　

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、1,929百万円（前連結会計年度末は1,683百万円）とな

り、245百万円増加しました。主な理由は、仕入債務の増加（479百万円から783百万円へ304百万円増）、１年内返済

予定の長期借入金の増加（869百万円から880百万円へ11百万円増）、及び未払法人税等の減少（131百万円から48

百万円へ83百万円減）であります。

また、固定負債の残高は、2,628百万円（前連結会計年度末は2,543百万円）となり、84百万円増加しました。主な

理由は、運転資金の調達による長期借入金の増加（2,154百万円から2,236百万円へ82百万円増）であります。 

　

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、1,465百万円（前連結会計年度末は1,445百万円）とな

り、20百万円増加しました。主な理由は、四半期純利益の計上48百万円による増加、配当金の支払い28百万円による

減少であります。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期間

末に比べて142百万円増加し、900百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおり

であります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、得られた資金は、318百万円（前年同期は501百万円の収入）となりました。

　これは主に、売上債権の減少額178百万円、たな卸資産の減少額67百万円、税金等調整前四半期純利益56百万円及び

減価償却費43百万円に対し、賞与引当金の減少額20百万円、仕入債務の減少額13百万円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は、94百万円（前年同期は15百万円の支出）となりました。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出66百万円、定期預金の預入による支出54百万円に対し、定期預金の払

戻による収入25百万円によるものであります。

　 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は、81百万円（前年同期は44百万円の支出）となりました。

　これは、長期借入金の返済による支出259百万円、リース債務の返済による支出15百万円及び配当金の支払額７百

万円に対し、長期借入れによる収入200百万円によるものであります。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。 

(5）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、「（2）設備の新設、除却等の計画」に記載した事項を除いては、設備に重要

な異動はありません。 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設及び除却等に

ついて、当社第４ビル及び当社ショールームの改修は、完了予定年月をそれぞれ平成23年５月から平成23年10月、平

成23年６月から平成23年８月に変更しております。また、重要な設備の新設について、新たに確定した計画は以下の

とおりであります。

 

①重要な設備の新設 

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した計画は以下のとおりであります。

会社名
事業所名

（所在地）　

設備の内容

(セグメントの名称)

投資予定金額　　
資金調達方法

　

　着手及び

完了予定年月　

総額

（千円）　

既支払額

（千円）　
着手　 完了

提出会社

JELLY BEANS

アトレ亀戸店

（東京都江東区）　

小売店舗

（小売事業）　

8,120  　 

　
－ 
自己資金及び

借入金　

平成23年

９月　

平成23年

９月

JELLY BEANS

ららぽーと横浜店

（横浜市都筑区）　

小売店舗

（小売事業）　
4,973 －  

自己資金及び

借入金　

平成23年

９月　

平成23年

９月
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000

計 32,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成23年７月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年９月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,600 9,600

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　

（グロース）

（注）

計 9,600 9,600 － －

 （注）当社は単元株制度を採用していないため、単元株式数はありません。

（２）【新株予約権等の状況】

   該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

 　該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年５月１日～

平成23年７月31日
－ 9,600 － 308,100 － 230,600
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（６）【大株主の状況】

　 　 平成23年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 天　笠　悦　藏  東京都台東区 3,218 33.52

 吉　田　嘉　明  千葉県浦安市 1,875 19.53

 株式会社アマガサ  東京都台東区浅草６丁目３６番２号 584 6.08

 天　笠　民　子  東京都台東区 517 5.39

 天　笠　竜　蔵  東京都台東区 469 4.89

 安　西　彩　子  東京都台東区 260 2.71

 天　笠　咲　子  東京都台東区 260 2.71

 アマガサ従業員持株会  東京都台東区浅草６丁目３６番２号 136 1.42

 葛　原　武　見  神戸市須磨区 130 1.35

 カツハラ　タケヒロ  神戸市須磨区 100 1.04

計 － 7,549 78.64

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年７月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　  　 　584　 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　 　9,016 9,016

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 普通株式　　　 9,600 － －

総株主の議決権 － 9,016 －
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②【自己株式等】

平成23年７月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

株式会社アマガサ　

東京都台東区浅草六丁目

36番２号
584 － 584 6.08

計 － 584 － 584 6.08

　

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
２月

３月 ４月 ５月 ６月 ７月

最高（円） 217,000210,000200,000206,900199,100188,000

最低（円） 183,700190,000190,000182,000181,000164,900

（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（グロース）におけるものであります。

　

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

(1）新任役員

　　該当事項はありません。

　

(2）退任役員

　　該当事項はありません。

　

(3）役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

 取締役会長

　（代表取締役）　
－

　取締役社長

　（代表取締役）　
－ 天笠　悦藏 平成23年５月16日

 取締役社長

　（代表取締役）　
－ 　常務取締役

営業本部長兼

営業４部長
天笠　竜蔵 平成23年５月16日

取締役 営業３部長 取締役 営業１部長　 杉本　憲史 平成23年７月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成22年５月１日から平成22年７月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成22年２月１日から平成22年７月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成23年５月１日から平成23年７月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成23年２月１日から

平成23年７月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成22年５月１日から平

成22年７月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成22年２月１日から平成22年７月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、また、当第２四半期連結会計期間（平成23年５月１日から平成23年７月31日まで）及び当

第２四半期連結累計期間（平成23年２月１日から平成23年７月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、優成

監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年７月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,201,201 1,108,781

受取手形及び売掛金 1,086,783 836,449

商品及び製品 149,591 145,811

その他 34,257 34,933

貸倒引当金 △11,800 △9,000

流動資産合計 2,460,033 2,116,975

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 1,562,044

※1,※2
 1,594,543

土地 1,529,346 ※2
 1,529,346

その他（純額） ※1
 204,179

※1
 153,685

有形固定資産合計 3,295,570 3,277,576

無形固定資産 62,918 64,997

投資その他の資産 ※4
 204,531

※4
 213,064

固定資産合計 3,563,020 3,555,638

資産合計 6,023,054 5,672,614

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 783,766 479,328

1年内返済予定の長期借入金 880,861 869,592

未払法人税等 48,885 131,991

返品調整引当金 8,000 5,900

その他 207,952 196,956

流動負債合計 1,929,466 1,683,767

固定負債

長期借入金 2,236,931 2,154,357

退職給付引当金 106,022 105,015

役員退職慰労引当金 165,999 161,325

その他 119,333 122,967

固定負債合計 2,628,286 2,543,665

負債合計 4,557,752 4,227,433
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年７月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年１月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 308,100 308,100

資本剰余金 230,600 230,600

利益剰余金 1,076,641 1,057,476

自己株式 △146,116 △146,116

株主資本合計 1,469,224 1,450,060

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △266 △661

為替換算調整勘定 △3,656 △4,217

評価・換算差額等合計 △3,923 △4,879

純資産合計 1,465,301 1,445,180

負債純資産合計 6,023,054 5,672,614
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年２月１日
　至　平成23年７月31日)

売上高 3,206,880 2,852,671

売上原価 2,064,939 1,830,062

売上総利益 1,141,940 1,022,608

販売費及び一般管理費 ※
 959,314

※
 918,403

営業利益 182,626 104,205

営業外収益

仕入割引 24,554 20,340

その他 9,589 8,061

営業外収益合計 34,143 28,401

営業外費用

支払利息 30,364 27,985

その他 8,403 5,217

営業外費用合計 38,768 33,203

経常利益 178,001 99,402

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 417

特別利益合計 － 417

特別損失

減損損失 － 3,735

固定資産除却損 701 179

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,667

特別損失合計 701 11,582

税金等調整前四半期純利益 177,300 88,237

法人税等 74,241 40,221

少数株主損益調整前四半期純利益 － 48,015

四半期純利益 103,059 48,015
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成22年５月１日
　至　平成22年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年５月１日
　至　平成23年７月31日)

売上高 1,461,847 1,403,890

売上原価 922,318 874,268

売上総利益 539,528 529,621

販売費及び一般管理費 ※
 485,470

※
 464,844

営業利益 54,058 64,776

営業外収益

仕入割引 11,045 10,006

その他 3,636 3,866

営業外収益合計 14,682 13,872

営業外費用

支払利息 14,925 14,346

その他 6,413 3,844

営業外費用合計 21,339 18,190

経常利益 47,401 60,458

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 2

特別利益合計 － 2

特別損失

減損損失 － 3,735

固定資産除却損 701 －

その他 － 223

特別損失合計 701 3,959

税金等調整前四半期純利益 46,699 56,501

法人税等 19,162 26,819

少数株主損益調整前四半期純利益 － 29,682

四半期純利益 27,537 29,682
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年２月１日
　至　平成23年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 177,300 88,237

減価償却費 89,618 85,651

減損損失 － 3,735

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,256 1,006

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,000 4,674

貸倒引当金の増減額（△は減少） 259 1,582

返品調整引当金の増減額（△は減少） △300 2,100

受取利息及び受取配当金 △1,473 △1,529

支払利息 30,364 27,985

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,667

売上債権の増減額（△は増加） △150,670 △249,896

たな卸資産の増減額（△は増加） 28,092 △3,779

仕入債務の増減額（△は減少） △3,871 304,438

その他 11,977 9,942

小計 187,553 281,816

利息及び配当金の受取額 1,473 1,529

利息の支払額 △30,714 △28,222

法人税等の支払額 △87,211 △121,515

営業活動によるキャッシュ・フロー 71,101 133,608

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △30,264 △103,850

定期預金の払戻による収入 90,000 200,040

投資有価証券の取得による支出 △1,489 △1,216

有形固定資産の取得による支出 △11,456 △73,809

無形固定資産の取得による支出 △395 －

差入保証金の回収による収入 14,667 8,181

差入保証金の差入による支出 △10,000 △8,133

その他 △2,719 △1,521

投資活動によるキャッシュ・フロー 48,341 19,690

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 550,000 600,000

長期借入金の返済による支出 △471,215 △506,157

配当金の支払額 △28,531 △28,765

リース債務の返済による支出 △32,062 △30,218

財務活動によるキャッシュ・フロー 18,191 34,859

現金及び現金同等物に係る換算差額 △766 50

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 136,868 188,209

現金及び現金同等物の期首残高 892,085 712,051

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,028,954

※
 900,260
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年７月31日）

会計処理基準に関する事項の変更  資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業

会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用し

ております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ

2,177千円、税金等調整前四半期純利益は9,844千円減少しております。また、

当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は740千円、差入保証

金の変動額は7,420千円であります。

 

 

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年７月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年５月１日
至　平成23年７月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年７月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法  当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２．たな卸資産の評価方法  たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて

のみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

３．固定資産の減価償却費の算定方法  減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、連結会計

年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

４．経過勘定項目の算定方法 合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。

５．繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。 

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年７月31日）

税金費用の計算  税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

EDINET提出書類

株式会社アマガサ(E03004)

四半期報告書

18/27



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年７月31日）

前連結会計年度末
（平成23年１月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

640,156千円 

   

※１　有形固定資産の減価償却累計額

590,880千円 

 

　２　担保資産

　　担保に供されている資産で、事業の運営において重要な

ものであり、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著し

い変動が認められるものはないため、注記を省略して

おります。

※２　担保資産

　　担保に供している資産は次のとおりであります。

建物及び構築物 1,524,015千円

土地 1,479,999千円

計 3,004,015千円

　

３　受取手形割引高 181,096千円 ３　受取手形割引高 200,763千円

※４　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 ※４　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 △8,387千円

　

投資その他の資産 △9,604千円

　

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年７月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 貸倒引当金繰入額 2,144千円 

 役員報酬及び給料手当 419,351千円 

 退職給付費用 6,900千円 

 役員退職慰労引当金繰入額 3,000千円 

 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 貸倒引当金繰入額 2,000千円 

 役員報酬及び給料手当 405,712千円 

 退職給付費用 5,550千円 

 役員退職慰労引当金繰入額 4,674千円 

 

　 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年５月１日
至　平成23年７月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 貸倒引当金繰入額 △1,201千円 

 役員報酬及び給料手当 211,100千円 

 退職給付費用 3,450千円 

 役員退職慰労引当金繰入額 1,500千円 

 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 貸倒引当金繰入額 △1,300千円 

 役員報酬及び給料手当 202,029千円 

 退職給付費用 2,100千円 

 役員退職慰労引当金繰入額 3,174千円 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年７月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成22年７月31日現在）

現金及び預金勘定 1,244,761千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △215,807千円

現金及び現金同等物 1,028,954千円

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成23年７月31日現在）

現金及び預金勘定 1,201,201千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金他 △300,940千円

現金及び現金同等物 900,260千円

 

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年７月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成23年２月１日　至　

平成23年７月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  9,600株

　

　２．自己株式の種類及び株式数 

普通株式  584株

　

　３．新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。 

　

　４．配当に関する事項

（１） 配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年４月26日

定時株主総会
普通株式 28,851 3,200平成23年１月31日平成23年４月27日利益剰余金

  

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

　該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成22年５月１日　至平成22年７月31日） 

 
卸売事業
（千円）

小売事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 1,173,576288,270 － 1,461,847 － 1,461,847

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － 13,938 13,938△13,938　 －

計 1,173,576288,27013,9381,475,785△13,9381,461,847

営業利益 246,609　　　 17,978 10,110274,698△220,63954,058

　

前第２四半期連結累計期間（自平成22年２月１日　至平成22年７月31日） 

 
卸売事業
（千円）

小売事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 2,687,339519,540 － 3,206,880 － 3,206,880

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － 17,646 17,646△17,646　 －

計 2,687,339519,54017,6463,224,526△17,646　　 3,206,880

営業利益 576,401　　　 16,263 11,080603,744△421,117182,626

（注）１．事業区分の方法

事業は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各事業の主な内容

事業区分 主な事業内容

卸売事業 靴・衣料品専門店、百貨店、量販店等への卸売販売

小売事業 直営店舗による小売販売

その他事業 中国から国内への商品調達

　

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成22年５月１日　至平成22年７月31日）及び前第２四半期連結累計期間

（自平成22年２月１日　至平成22年７月31日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間（自平成22年５月１日　至平成22年７月31日）及び前第２四半期連結累計期間

（自平成22年２月１日　至平成22年７月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　　

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当第２四半期連結累計期間（自平成23年２月１日　至平成23年７月31日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成23年５月１日　至平成23年７月31日）

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

　当社グループは、主に、販売方法の類似性及び事業の経済的特徴を考慮した包括的な戦略を立案し、事業活動を

展開しております。
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　したがって、当社グループは、商品の販売方法により区分されたセグメント及び連結子会社から構成されてお

り、「卸売事業」、「小売事業」、及び「その他事業」の３つを報告セグメントとしております。

　「卸売事業」は、靴・衣料品専門店や、百貨店、量販店等への卸売販売を行っております。「小売事業」は、直営

小売店舗において小売販売を行っております。「その他事業」は、中国から国内へ商品を調達しております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間（自平成23年２月１日 至平成23年７月31日）

　 （単位：千円）

 卸売事業 小売事業 その他事業 合計
調整額

（注）１　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２

売上高       

外部顧客への売上高 2,352,137500,533 － 2,852,671 － 2,852,671

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － 19,142 19,142△19,142 －

計 2,352,137500,53319,1422,871,813△19,1422,852,671

セグメント利益 457,74345,786 9,028 512,559△408,354104,205

（注）１．セグメント利益の調整額△408,354千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用等が含まれており

ます。全社費用等は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第２四半期連結会計期間（自平成23年５月１日 至平成23年７月31日）

　 （単位：千円）

 卸売事業 小売事業 その他事業 合計
調整額

（注）１　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２

売上高       

外部顧客への売上高 1,110,144293,745 － 1,403,890 － 1,403,890

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － 12,592 12,592△12,592 －

計 1,110,144293,74512,5921,416,482△12,5921,403,890

セグメント利益 218,91148,243 7,140 274,295△209,51864,776

（注）１．セグメント利益の調整額△209,518千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用等が含まれており

ます。全社費用等は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第２四半期連結会計期間（自平成23年５月１日　至平成23年７月31日）

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「卸売事業」セグメントにおいて店舗設備の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当

第２四半期連結会計期間において3,735千円であります。

　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３月

21日）を適用しております。　
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（金融商品関係）

　　前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認められないため、記載を省略しております。　

　

（有価証券関係）

　　該当事項はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

金利スワップ取引を利用しておりますが、特例処理の要件を満たしている取引のみであるため、記載を省略してお

ります。

　

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

　

（資産除去債務関係）

　　第１四半期連結会計期間の期首と比較して著しい変動が認められないため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年７月31日）

前連結会計年度末
（平成23年１月31日）

１株当たり純資産額 162,522.34円 １株当たり純資産額 160,290.66円

　

２．１株当たり四半期純利益金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年７月31日）

１株当たり四半期純利益金額 11,430.69円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 5,325.63円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年７月31日）

四半期純利益（千円） 103,059 48,015

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 103,059 48,015

期中平均株式数（株） 9,016 9,016

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年５月１日
至　平成23年７月31日）

１株当たり四半期純利益金額 3,054.33円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 3,292.15円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年５月１日
至　平成23年７月31日）

四半期純利益（千円） 27,537 29,682

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 27,537 29,682

期中平均株式数（株） 9,016 9,016

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年９月６日

株式会社アマガサ

取締役会　御中

優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小松　亮一　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アマガサの

平成22年２月１日から平成23年１月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年５月１日から平成22年

７月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年２月１日から平成22年７月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アマガサ及び連結子会社の平成22年７月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年９月５日

株式会社アマガサ

取締役会　御中

優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小松　亮一　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アマガサの

平成23年２月１日から平成24年１月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年５月１日から平成23年

７月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年２月１日から平成23年７月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アマガサ及び連結子会社の平成23年７月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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